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＊ 昭和 43 年 10 月 1 日発行の東京天文台見学案内 

 アーカイブ室新聞 123 号に「昭和 26 年の東京天文台見学の栞」、250 号に「昭和 24 年 3

月 1日の東京天文台見学の栞」、259 号に「昭和 27 年版東京天文台「見学の栞」発見」と

いう記事を書いた。それらはすべて東京天文台職員組合の手によって編集発行されたもの

である。今回、入手の昭和 43 年(1968 年)10 月 1 日発行の「東京天文台案内」も東京天文

台職員組合発行である。なぜか発行者の住所が東京都三鷹市大沢 2-21-9 となっている。

Google で当該番地を見ると図 1のようになっている。天文台通りの付け替え拡張工事の後

の地図であるが、確かに当時の東京天文台構内になっているが、東京天文台構内の官舎地

域を除いてすべて大沢 2-21-1 であったはずだが！ 

         

国立天文台 

三鷹氏星と森と絵本の家 

              図 1 大沢 2-21-1 の場所 

さて、当時の東京天文台は最後のページに下記（写真 1）の様に紹介されている。 

  

写真 1 当時の電話番号敷地面積、職員数など 



 写真 1を見ると、当時の敷地面積が 332,880 平米であったことがわかる、一声 10 万坪と

言っていた時代である。職員数は約 230 名である。写真 2が東京天文台案内の表紙である。 

    

           写真 2 昭和 43 年版東京天文台案内表紙 

この号の巻頭には「天文台のあらまし」という題で次のように書かれている。 

「東京天文台は東京大学の付属の研究所です。 

職員はおよそ 200 名で、昼夜を問わずいろいろな観測が続けられています。世界でもこ

んな大きい天文台は数か所しかありません。東京天文台での主な仕事は一般の天文台と同

じく 

１． 天体の観測 



２． 天文学の研究 

を行う他に国立の天文台としての役目である。  

３． 暦の作成 

４． 日本標準時の決定など 

をしています。 

私たちに身近な、カレンダーや時計が天文台と深い関係にあるわけです。 

なお、この東京天文台は東京大学が創設された翌年の明治 11 年に今の東京大学のある

本郷に観象台として設けられました。その後、気象台と天象台に分かれ（明治 15 年）、

明治 21 年に東京麻布に移り初めて東京天文台と名付けられました。 

大正 10 年になって、今まで東京大学理学部の付属施設であったのが、東京大学の付置

研究所となり、同時に三鷹へ移転することになりました。大正 13 年にそれが実現し、そ

の後新しい機械が次々と設置され、昭和 20 年には本館が火事で焼け貴重な資料や機械の

一部は失ったものの、現在では長野県乗鞍にコロナ観測所(昭和 24 年)、岡山県に岡山天

体物理観測所（昭和 35 年）、埼玉県に堂平観測所（昭和 37 年）など続々と付属の観測

所、施設が完成して現在に至っています。」 

表紙と 2ページの裏が見開きで、東京天文台の構内図（図 2）が描かれている。 

 

             図 2 東京天文台構内案内図 

 解説文の 1ページには、20cm 赤道儀望遠鏡で黒点のスケッチをしている田中幸明氏の観

測風景と黒点の写真があり、黒点スケッチの様子は今となっては珍しいので紹介する(写真

3)。2 ページ目には単光太陽写真儀（モノクロ）の説明と 1-2 ページにまたがって 30cm 天

体写真儀としてクック望遠鏡にマルコビッチカメラが取り付けられた様子が紹介されてい



る。30cm クック望遠鏡の写真は珍しいので特に紹介したい(写真 4)。 

  

   写真 3 黒点スケッチの様子 

 この 1、2ページが写真 5である。 

 写真 4 30cm 望遠鏡とマルコビッチカメラ 



 

     写真 5 20cm 赤道儀望遠鏡、モノクロ、クック 30cm 望遠鏡のページ 

 3、4 ページには塔望遠鏡の写真と解説と 65cm 赤道儀望遠鏡の写真と解説がある(写真 6)。 

   

           写真 6 塔望遠鏡と 65cm 赤道儀望遠鏡 



 5、6 ページは写真天頂筒とゴーチェ子午環の解説と写真である(写真 7)。 

   

     写真 7 写真天頂筒（PZT）とゴーチェ子午環 

 7、8 ページは電波関係の記事である（写真 8）。今は無い電波望遠鏡の写真がある。 

 

      写真 8 今は無き 10m パラボラ電波望遠鏡、24m 球面電波望遠鏡など 



 7、8 ページが見開きになっていて、その内側には付属施設の配置の説明がある（写真 9）。 

 

 写真 9 見開き 4ページで岡山、乗鞍、堂平、三鷹のキャンパスが説明されている 

 9、10 ページには人工衛星国内計算施設、堂平観測所の 91cm 反射望遠鏡がある(写真 10)。

堂平観測所の 50cm 彗星写真儀（シュミットカメラ）、人工衛星観測用シュミットカメラ（ベ

ーカーナン）、極望遠鏡、流星写真儀、流星分光写真儀等は 11、12 ページに掲載されてい

る。堂平観測所が 3ページにわたって紹介されていることは、当時の堂平観測所が三鷹に

近く重要視されていたためであろう。堂平観測所はハワイ観測所開設（大型光学赤外線望

遠鏡「すばる」）の見返りとして 2000 年に閉鎖されている。堂平観測所は多少の紆余曲折

はあったが地元のときがわ町に譲渡され、公共天文台として見事によみがえっている。 

 

        写真 10 人工衛星国内計算施設と堂平観測所の 91cm 望遠鏡 



 

             写真 10 堂平観測所の観測装置群 

 

写真 11 岡山天体物理観測所の紹介 



 

      写真 12 最後の解説ページの乗鞍コロナ観測所と奥付 


